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内痔核に対するＡＬＴＡ硬化療法と結紫切除術の比較検討

安部達也 鉢呂芳一国本正雄

くにもと病院虹門科

目的：新しい内痔核硬化療法剤である硫酸アルミニウムカリウム・タンニン酸注射液（Aluminium

potasiumtannicacid：以下ＡＬＴＡ）と結紫切除術(Ligationandexcision：以下ＬＥ)の治療成績を比較し

た．対象：2005年４月から2006年３月の間に３カ所以上の内痔核に対してＡＬＴＡ単独で治療を行った

276例と，同様に３カ所以上ＬＥのみで治療を行った138例．結果：術後鎮痛剤（ロキソプロフェンナト

リウム１回２錠)使用率はＡＬＴＡでは術当日７％，翌日７％，翌々日３％．ＬＥではそれぞれ69％，６７％，

60％であった．術後在院日数はＡＬＴＡが3.69日，ＬＥが１３．７日．術後偶発症はＡＬＴＡでは2.5％，ＬＥ

では１２％に認めた(P＜0.01)．再発はＡＬＴＡ９例，ＬＥはｌ例に認めた．結論：ＡＬＴＡはＬＥに較べて入

院日数，術後痕痛および偶発症が少なくＱＯＬの点で格段に優れていた．今後満足できる長期成績が得ら

れれば内痔核に対するスタンダード治療となりうる．

索引用語：硫酸アルミニウムカリウム・タンニン酸，内痔核，四段階注射法，結紫切除術，ＡＬＴＡ

はじめに

Goligher分類でⅢ度からⅣ度の重症の内痔核

に対する治療は結紫切除術（Ligationandex‐

ciosion：以下ＬＥ)が一般的である'2)．同法には病巣

を徹底的に切除できるという長所があるが，術後癌

痛や術後出血などの偶発症，あるいは排便障害や虹

門狭窄などの後遺症を全くおこさないものはない．

一方非観血的治療として５％フェノール含有アーモ

ンド油による痔核硬化療法があるが，主に内痔核の

出血に対して使用されており脱出には効果が不十分

とされている3)．2005年，中国において内痔核に対

する硬化療法に用いられ，すぐれた治癒率と安全‘性

が報告4)されている消痔霊注射液を改良した硫酸ア

ルミニウムカリウム．タンニン酸注射液（Alumin‐

iumpotasiumtannicacid：以下ＡＬＴＡ)が本邦で開

発された5)．これまでＡＬＴＡに関する第１I相試験５１

やＬＥとの比較試聯)が行われているが,いずれも多

施設共同試験であり術後癌痛の評価は行われておら

ず，症例数も少ない．今回我々は単一施設における

ＡＬＴＡとＬＥの治療成績について比較検討した．

対象

2005年４月から2006年３月の間に３カ所以上の

内痔核に対してＡＬＴＡ単独で治療を行った276例

(男170例，女１０６例，平均年齢55.7歳)と，同様に

３カ所以上ＬＥのみで治療を行った138例（男４９

例，女89例，平均年齢55.5歳)を対象とした．患者

背景は平均年齢，内痔核個数，Goligher分類には差

はなかったが,ＡＬＴＡでは男‘性が,ＬＥは女性の割合

が高かった（表l)．

方法

手術は両群とも仙骨裂孔からの硬膜外麻酔（2％

キシロカインｌ２ｍＩ)で行った．ＡＬＴＡは右側臥位で

男/女

平均年齢

Goligher分類
（Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ度）

内痔核個数
(3/4/5個以上）

n.ｓ：有意差なし

表ｌ患者背最

ALTA（、＝276）ＬＥ（、＝138）

170/106４９/８９ ｐ＜０．０１
５５．７５５．５ｎ.ｓ

ｌ７/251/８４/126/８ｎ.s

219/44/１３107/28/３ｎ.ｓ
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